
（令和７年３月末日現在） 

新 潟 空 港 ビ ル デ ィ ン グ 株 式 会 社 

令 和 ６ 年 度  経 営 情 報 

 

１．事業者の概要及び事業の概況 

（１）基本的事項 

事業者の商号 
新潟空港ビルディング株式会社  

NIIGATA AIRPORT BUILDING CORPORATION 

本店の所在地 新潟市東区松浜町３７１０番地 

設 立 年 月 日 昭和３６年１２月１日 

資 本 金 の 額 ２０億円 

 

 

（２）事業者が行う事業の内容 

当社はターミナルビルを利用する航空会社や航空旅客並びに航空貨物代理店などに、必要

な施設、設備、ならびにサービスの提供を行う事業と併せて、旅行者を対象に土産品等の物

品販売、喫茶店の経営を行っています。 

 

①主な事業  

１）航空会社などに対してカウンターや事務室の提供及び各事業者に対して食堂･売店・倉庫

などの貸室提供 

２）旅客専用通路、手荷物引渡所、荷捌き所、搭乗待合室など、航空会社共用施設の提供 

３）ボーディングブリッジ、到着手荷物用ベルトコンベア、館内放送設備、館内案内表示、

館内専用電話など航空会社及び関連事業者共用設備の提供 

４）航空旅客、送迎客などに対して、館内放送と運航時刻表示板装置による案内サービス及

び到着ロビーそれぞれの案内カウンターにおけるインフォメーションサービス 

   ５）航空貨物代理店などに対して荷捌き施設、貨物上屋など、航空貨物取扱施設の提供 

 

②付帯事業 

１）国際線搭乗待合室内の免税店において、外国産の酒類、タバコ、香水、化粧品、雑貨等

の保税物品及び国産の酒類、タバコ等の免税品、その他国内の化粧品、土産食品・雑貨

等の販売   

２）旅客や送迎客に対して、見学、送迎施設や待合室の提供、その他のサービスの提供 

３）各ターミナルビルのロビーや搭乗待合室などの空間に広告媒体を設置しての広告宣伝業 
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（３）役員の地位、氏名及び重要な兼職の状況 

取締役及び監査役 

  地  位 氏  名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役会長 鈴 木 康 之 新潟県副知事 

代表取締役副会長 福 田 勝 之 新潟商工会議所 会頭、㈱福田組 代表取締役会長 

代表取締役社長 小 關 貴 裕  

常 務 取 締 役 高  木  伸  浩  

取 締 役 岡 﨑 弥 生  

取 締 役 野 島 晶 子 新潟市副市長 

取 締 役 敦 井 榮 一 北陸瓦斯㈱ 代表取締役会長 

取 締 役 千 葉 辰 也 全日本空輸㈱ 新潟支店長 

取 締 役 筒 井 玲 子 日本航空㈱ 新潟支店長 

取 締 役 川 上 功二郎 日本通運㈱ 新潟航空営業部長 

取 締 役 光 永 信 也 ㈱日本政策投資銀行 新潟支店長 

常 勤 監 査 役 小  野  克  幸  

監 査 役 星 野 佳 人 新潟交通㈱ 代表取締役社長 

監 査 役 横 山 史 雄 (一社)新潟県銀行協会 常務理事 

注１． 取締役 野島晶子氏、敦井榮一氏、千葉辰也氏、筒井玲子氏、川上功二郎氏、 
光永信也氏は、社外取締役であります。 

注２． 監査役は全員会社法第 2 条第 16 号に定める社外監査役であります。 
注３． 当期中の取締役の異動 

① 取締役 鈴木宏司氏、和田雅彦氏は、令和 6 年 6 月 24 日開催の第 63 回定時株

主総会終結の時をもって任期満了により、取締役を退任いたしました。 
② 野島晶子氏、千葉辰也氏、光永信也氏は、令和 6 年 6 月 24 日開催の第 63 回定

時株主総会において、取締役にそれぞれ新任され、同日野島晶子氏、千葉辰也

氏が就任し、令和 6 年 6 月 26 日光永信也氏が就任いたしました。 
③ 代表取締役会長 橋本憲次郎氏は、令和 6 年 7 月 16 日代表取締役会長及び取締

役を辞任いたしました。 
④ 取締役 雑賀良倫氏は、令和 6 年 7 月 16 日取締役を辞任いたしました。 
⑤ 橋本憲次郎氏の後任として、鈴木康之氏、雑賀良倫氏の後任として、川上功二

郎氏が、令和 6 年 9 月 20 日開催の臨時株主総会において、取締役にそれぞれ

新任され就任いたしました。また、同日開催の取締役会において、鈴木康之氏

が代表取締役会長に選定されました。 
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（４）事業の概況 

①事業の経過 

当会計期間における当社を取り巻く経営環境は、個人消費が穏やかに持ち直しをみせ、国

内・国際線ともに業務出張・旅行・帰省などにおける航空需要が好転した半面、物価上昇に

伴って顧客志向に買い控えが感じられる状況となっています。また、路線数・運航便数は、

コロナ後のビジネス環境の変化などに伴い、運休・減便といった需給調整が図られ頭打ちの

状況にあります。 
費用面においては、水道光熱費の高止まり、人件費の上昇とそれに伴う業務委託費の上昇

への対応が喫緊の課題となっており、大きな転換点を迎えていることは間違いありません。 
国内線就航路線については、トキエアの仙台線、名古屋・中部線、神戸線の新規就航、フ

ジドリームエアラインズの札幌・新千歳線の新規就航があり、新潟空港の利便性向上が期待

される動きもありましたが、ピーチアビエーションの大阪・関西線、日本航空の札幌・新千

歳線は運休となり、フジドリームエアラインズの名古屋・小牧線は減便となりました。 
上期においては、トキエア（丘珠線）の就航効果から札幌線全体では 18％ほどの伸びがみ

られましたが、他路線では軒並み前年値を割り込んでしまい、合計ではほぼ前年並みの旅客

数となりました。下期に入ると、特に秋の旅行シーズンや年末年始期間において利用が伸び、

大阪線は関西線の運休の影響が大きく前年値を割り込みましたが、他路線は好調に推移し、

前年値を上回る旅客数を確保することができました。これらの結果、通期における国内線旅

客数は 1,029,391 人、前年比で 26,177 人の増加となりました。 
 
夏期スケジュール（令和 6 年 3 月 31 日～10 月 26 日）※前年同期比較 

新規 トキエア 仙台線 

 

名古屋（中部）線 

4/26 就航、週 5 便／各日 2 往復運航、 

7/12 から毎日運航／各日 2 往復運航に変更 

9/27 就航、週 4 便／各日 2 往復運航 

減便 ピーチアビエーション 大阪（関空）線 毎日運航から週 4 便／各日 1 往復運航に変更 

   

冬期スケジュール（令和 6 年 10 月 27 日～令和 7 年 3 月 29 日）※前年同期比較 

減便 フジドリーム 

エアラインズ 

名古屋（小牧）線 毎日運航／各日 2 往復運航から、各日 1 往復

運航に変更 

運休 ピーチアビエーション 大阪（関空）線 週 4 便／各日 1 往復運航から運休に変更 

夏期スケジュール（令和 7 年 3 月 30 日以降）※前年同期比較 

新規 トキエア 神戸線 週 4 便／各日 1 往復運航 

 
フジドリーム 

エアラインズ 

札幌（新千歳）線 毎日運航／各日 2 往復運航 

減便 トキエア 名古屋（中部）線 週 4 便／各日 2 往復運航から、各日 1 往復 

運航に変更 

運休 日本航空 札幌（新千歳）線 毎日運航／各日 2 往復運航から運休に変更 

 トキエア 仙台線 毎日運航／各日 2 往復運航から運休に変更 
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国際線就航路線については、前年度において段階的に運航再開となった定期路線ネットワ

ークが、今年度は通期で寄与することとなり、便数としてはハルビン線が夏期スケジュール

に引き続き、冬期スケジュールにおいても週 1 便の運航にとどまるなどコロナ前の便数規模

までの完全回復は未達ですが、国際線旅客数は 95,092 人、前年比で 42,098 人の増加となり

ました。 
 

国内線旅客数（4－3 月）           

  
実 績 前 年 

対 比 
 

コロナ前 
対 比 

 令和６年度 令和５年度 令和元年度 

 ４月 83,304 81,085 ＋2,219 102.7％ 87,557 △4,253 95.1％ 

 ５月 91,660 96,339 △4,679 95.1％ 97,552 △5,892 94.0％ 

 ６月 88,100 83,534 ＋4,566 105.5％ 88,839 △739 99.2％ 

 ７月 89,978 86,784 ＋3,194 103.7％ 91,082 △1,104 98.8％ 

 ８月 102,872 99,116 ＋3,756 103.8％ 105,125 △2,253 97.9％ 

 ９月 95,005 93,537 ＋1,468 101.6％ 95,614 △609 99.4％ 

１０月 104,355 98,796 ＋5,559 105.6％ 96,854 +7,501 107.7％ 

１１月 90,958 85,881 ＋5,077 105.9％ 95,761 △4,803 95.0％ 

１２月 76,263 71,280 ＋4,983 107.0％ 77,691 △1,428 98.2％ 

 １月 60,204 55,396 ＋4,808 108.7％ 70,869 △10,665 85.0％ 

 ２月 57,983 61,177 △3,194 94.8％ 71,232 △13,249 81.4％ 

 ３月 88,709 90,289 △1,580 98.3％ 40,046 +48,663 221.5％ 

[合計] 1,029,391  1,003,214  ＋26,177 102.6％ 1,018,222  +11,169 101.1％ 

国際線の運航再開 

▪ 台湾（桃園）線 … R5.5.12（週 2 便） 

▪ 上海（浦東）線 … R5.8.26（週 2 便） 

▪ ソウル（仁川）線 … R5.10.31（週 3 便） 

▪ ハルビン線    …    R6.1.15 （週 1 便） 
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  これらにより、当期間の国内線・国際線旅客数合計は 1,124,483 人、前年比で 68,275 人    

の増加となりました。 
旅客数合計（国内線･国際線）令和 5 年度／令和元年度比 

1,124,483 人 前年度比 +68,275 人 令和元年度比 △13,208 人 

 （106.5％） （98.8％） 

 
  航空貨物は、国内貨物の取り扱いは、58.2ｔとなり、前年同期比では増加しております。   

また、全ての国際定期路線が再開したものの国際貨物の取り扱いは 2.5ｔに留まりました。 
これらにより、国内線・国際線貨物の合計では、60.7ｔとなり、コロナ影響前に比べて大

きく減少した状態が続いております。 
 

航空貨物利用実績（4-3 月）           

  
実 績 前 年 

対 比 
コロナ前 

対 比 
令和６年度 令和５年度 令和元年度 

国 内 58.2ｔ 52.8ｔ ＋5.4ｔ 110.2％ 125.2ｔ △67.0ｔ 46.5％ 

国 際 2.5ｔ   6.4ｔ  △3.9ｔ 39.1％ 126.9ｔ △124.4ｔ 2.0％ 

[合計] 60.7ｔ 59.2ｔ  ＋1.5ｔ 102.5％ 252.1ｔ △191.4ｔ 24.1％ 

 

 

 

 

国際線旅客数（4－3 月）           

  
実 績 前 年 

対 比 
 

コロナ前 
対 比 

 令和６年度 令和５年度 令和元年度 

 ４月 6,812 0 ＋6,812 皆増 12,872 △6,060 52.9％ 

 ５月 7,361 1,774 ＋5,587 414.9％ 12,275 △4,914 60.0％ 

 ６月 7,605 2,521 ＋5,084 301.7％ 11,090 △3,485 68.6％ 

 ７月 7,801 2,603 ＋5,198 299.7％ 11,606 △3,805 67.2％ 

 ８月 8,960 2,921 ＋6,039 306.7％ 12,466 △3,506 71.9％ 

 ９月 7,960 4,304 ＋3,656 184.9％ 8,917 △957 89.3％ 

１０月 7,808 3,807 +4,001 205.1％ 8,648 △840 90.3％ 

１１月 7,499 5,581 +1,918 134.4％ 12,014 △4,515 62.4％ 

１２月 8,131 7,001 +1,130 116.1％ 10,248 △2,117 79.3％ 

 １月 8,715 7,125 +1,590 122.3％ 11,938 △3,223 73.0％ 

 ２月 8,310 7,347 +963 113.1％ 7,187 +1,123 115.6％ 

 ３月 8,130 8,010 +120 101.5％ 208 +7,922 3908.7％ 

[合計] 95,092 52,994 ＋42,098 179.4％ 119,469 △24,377 79.6％ 
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②事業の成果 
当期間における営業収益は、航空旅客数や運航便数に連動し、当期間を通して前年同期を

上回る結果となりました。 
不動産収入においては、国際線の運航再開による施設使用料の増加が大きく寄与した他、

旅客数の増加に伴ってテナントの歩合賃料、ラウンジ売上が大きく伸長し、有料待合室は長

期利用の特需案件を受注できたことから、当期間の不動産収入は 759,960 千円（前年比

111.0%、+75,518 千円）となりました。 
（単位：千円） 

不動産収入（4－3 月） 
実 績 前 年 

対 比 
令和６年度 令和５年度 

貸室料 221,182 203,676 ＋17,506 108.6％ 

共用施設使用料 
国内 259,032 259,186 △154 99.9％ 
国際 103,751 57,387 ＋46,364 180.8％ 

その他 175,995 164,193 ＋11,802 107.2％ 

[合計] 759,960 684,442 ＋75,518 111.0％ 

 
 商品売上においては、能登半島地震に対する需要喚起策（北陸応援割）や、コンベンショ

ンやライブイベントの開催が増えたこと、ビジネス・旅行需要の伸長に伴って土産品売上が

活性化しました。アカシアにおいては、新潟駅の商業エリアの開業に伴う影響は感じられた

ものの、売り逃し防止のためにデータ分析による仕入れ強化を図った他、佐渡島金山の世界

遺産登録に伴う店頭催事の実施、米不足に対応した県産米の店頭展開、また、直営店であっ

たヤマザキショップの閉店に合わせ、品揃えと什器配列の見直しなどの施策を講じたこと

により入店率が向上し、売上増加につなげることができました。国内線スナックにおいても、

土産品の商品構成の見直しを行い、生ビールメニューの充実を図ったことなどにより、早め

に保安検査を受け搭乗待合室に入られる旅客の需要をつかむことができました。 
これらの結果、一般売店の既存店売上は 560,245 千円（前年比 106.4％、＋33,928 千円）

となりました。ヤマザキショップを含めた、一般売店の合計売上においては 624,840 千円

（前年比 98.3％、△10,576 千円）となりましたが、コンビニ商材を除く土産品に関しては、

ヤマザキショップの売上げ分を着実にアカシアに取り込めています。 
免税売店は、国際線の再開によってインバウンド旅客が確実に伸び売上を伸ばしてきた

一方で、世界的な物価高と円安を背景に、日本人旅客は依然として伸び悩みの状況にありま

す。売上の核を成すインバウンド旅客の需要に応えるため、通訳スタッフを配置し、保税・

免税たばこ、食品や人気の免税酒（日本酒）の販売に注力したことから大きく売上げを伸ば

すことができていますが、旺盛な購買意欲が感じられた上海・ハルビン線の旅客が、中国の

景気減退に伴い、特に夏以降は大幅に縮減する傾向が見受けられました。ハルビン線では、

運航日が金曜日から月曜日に変わり、３月には運休となったことから大きく影響を受けま

した。コロナ禍からの反動と円安に起因した旅行需要と購買意欲が一巡し、後退局面に差し

掛かっているとの見方も出ております。対策として、保税たばこ「シガローネ」など新たな

トレンド商材を投入し売上確保に努めております。 
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これらの結果、免税売店の売上は 187,319 千円（前年比 184.3％、＋85,666 千円）とな

り、一般売店と合わせた物販店舗全体においては、812,159 千円（前年比 110.2％、＋75,089
千円）となりました。 

飲食店舗（海堂）では、他の飲食テナントの開店前に当たる早朝時間帯の対応、季節や旅

客の予約数に合わせた対応を取るなどして需要の取り込みに努めました。ピーチアビエー

ションの減便・運休の影響により、今までは売上のピークとなる昼間帯の需要が減少傾向と

なりましたが、スタッフのアイデアを活かし、付加価値を考慮したメニューの導入を図り、

仕入原価の上昇に合わせた価格改定も寄与した結果、飲食店舗における売上は 47,020 千円

（前年比 105.3％、＋2,373 千円）と大幅に伸長し、過去最高の年間売上額となっています。 
これらの結果、直営売店・飲食店を合わせた売上額は、859,180 千円（前年比 109.9％、

＋77,463 千円）となりました。 
また、その他収入においては、前年度契約の広告が通期で寄与したことなどにより広告収

入が増加した他、空港利用者の増加に伴って屋上入場料、自販機手数料などの館内営業収入

が増加したことにより、40,392 千円（前年比 107.2％、＋2,730 千円）となりました。 
（単位：千円） 

商品売上 
（4－3 月） 

実 績 前 年 
対 比 

その他収入 令和６年度 令和５年度 

一般売店 624,840 635,417 △10,576 98.3％ 
免税売店 187,319 101,653 +85,666 184.3％ 
飲食店 47,020 44,646 +2,373 105.3％ 
その他収入 40,392 37,662 +2,730 107.2％ 

[合計] 899,572 819,379 +80,193 109.8％ 

 
 以上により、不動産収入・商品売上・その他収入の合計は、1,659,533千円（前年比110.4%、

+155,711 千円）となりました。 
 営業費用に関しては、国際線の再開に合わせ免税売店の仕入れが増えた他、物価上昇に伴

い、売上原価は 578,159 千円（前年比 109.6％、+50,605 千円）となりました。 
また、水道光熱費は国による電気・ガス価格の激変緩和策が継続された他、高温が長く継

続した昨夏に比べ使用量を抑制することができたものの、エネルギー価格の高止まりによ

り増加しました。その他、人件費、メンテナンス費などの上昇に伴い、販売費および一般管

理費の合計は 1,076,036 千円（前年比 101.2％、＋12,433 千円）となりました。旅客ターミ

ナルビルの維持管理費用は増加傾向にあり、今後もその流れは続くと思われます。 
これらの結果、費用合計では 1,654,196 千円（前年比 104.0%、+63,039 千円）となりま

した。 
以上により、当期間における業績は、営業利益として 5,337 千円（前年比 92,671 千円の

良化）、経常利益として 3,478 千円（前年比 95,671 千円の良化）となり、コロナ禍以降では

初めて黒字を計上することができました。 
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２．計算書類

①
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③
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④
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３．設備の状況 
（１）既存設備の状況                          （単位：百万円） 

 
（２）設備の新設・除去等の計画 
   ・旅客ビル 北側外装修繕（第１期工事） 
   ・旅客ビル エレベーター１・２号機リニューアル 
   ・貨物ビル 電気室配電盤更新 
 
４．子会社・関連会社の状況 
   当社には子会社・関連会社はございません。 
 

以 上 

設備の内容 

帳簿価額 

建物 

及び構築物 

機械装置 

及び運搬具 
リース資産 その他 合計 

旅 客 ビ ル １，８６０ １７８ １７ １０２ ２，１５７ 

貨 物 ビ ル １５６ １ ０ ０ １５７ 
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